
容リプラ利用事業者協会

資源循環型社会に向けた製品創り

プラスチック製品製造者としての 社会・環境 貢献容リプラ利用事業者協会 １



２． 近年最も期待している利用可能資源 （再生利用ソース）近年最 期待 用 能資源 （再 用 ）

1) 近年の環境取り組みで産業廃棄物系の廃プラスチックの一般再生への

流通が激減。安定入手が困難に。

2) RoHS・REACH 等の規制対応の為従来利用していた再生の材料ソースが

使えなくなって来た。

3) 日本容器包装リサイクル協会が実施した品質基準により再商品化製品

（材料）の品質が向上してきた。

① 残留塩素濃度 0.3％以下 設備を錆びさせない限界

② 主成分 90  ％以上 PSの混入量ｺﾝﾄﾛｰﾙに貢献

※ 結果、落選防止の為に自主検査、品質管理が始まった。

4) 容器包装リサイクル法に基づく再商品化製品は

「一定の品質」で「ヴォリュームが有る事による安定調達」が期待できる

容リプラ利用事業者協会 ２



３． 再商品化製品を利用できる製品の一例
ゴミ袋
再商品化製品 40%

PPバンド
再商品化製品 40%
バージン 材 60%

再商品化製品 %
その他再生材 10%
バージン 材 50%

汎用パレット 軽量TYPE
再商品化製品 70%再商品化製品
その他再生材 30%

汎用パレット カラ TYPE汎用パレット カラーTYPE
再商品化製品 30%
その他再生材 65%
バージン 材 5%

プランター

配合は目安です 容リプラ利用事業者協会 ３



４．資源循環のフロー 役割 と 必要な事項 容リプラ利用事業者協会 ４
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自治体
収集・分別・ﾍﾞｰﾙ化
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★矢印は物の流れ
★再商品化事業者が製品を造り販売するのは
ﾚｱなｹｰｽとして載せていない

輸出 用途

★もともとﾊﾞｰｼﾞﾝ原料で製造していたﾜﾝｳｪｲ用途
に再商品化製品を利用する場合を含む



５． 課 題 と 提 言課 題 提 言

１） 再商品化製品（素材）の品質の安定１） 再商品化製品（素材）の品質の安定

品質基準の次に品質管理方法の強化

２） 一定品質の再商品化製品（素材）の入手の容易化

次項 ３） による

３） １）及び ２）を担保する仕組み

例 日本容器包装リサイクル協会 が担保する 等例 日本容器包装リサイクル協会 が担保する 等

４） 利用事業者、消費者の積極利用者に対する優遇

優遇措置創設による利用者へのインセンティヴで循環の輪の確立優遇措置創設 る利用者 テ ヴ 循環 輪 確

５） 情報の公表が難しい

再商品化製品の定義、事業の境界線の見直し

６） テリアルの用途６） マテリアルの用途

用途の評価を設ける

例 ① Reリサイクルに対応(汎用性・システムの保有)しているマテリアル例 ① Reリサイクルに対応(汎用性 システムの保有)しているマテリアル

② 1度だけ利用のマテリアル
容リプラ利用事業者協会 ５


